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Ⅰ．諸　言
　自身の体験的成長における自己認識を表す言葉

として“役立ち感”という表現がある．中屋らは

この役立ち感に着目した研究で「役立ち感には，

学習意欲を高める媒介としての役割がある」と報

告している1）．また，長沢は「数ある授業の中で

役立ち感を肯定する生徒は調理実習に多い」こと

を指摘している2）．そこでは，調理実習を通して

得た体験的な成長を「役立ち感」として認識し，

さらには自身の将来を見越して自分の生活に役立

つかもしれないという期待を「役立ち感」として

捉えていることを明らかにしている．

　一方，中学校学習指導要領における家庭分野の

目標は，実践的・体験的な学習活動を通して生活

の自立に必要な基礎的知識及び技術を習得するこ

とである3）．地域の食材を生かすなどの調理を通

して地域の食文化について理解することが求めら

れ，そのためには「調理実習を中心とし，主とし

て地域又は季節の食材を利用することの意義につ

いて扱うこと」と記載されている．しかし，調理

実習を授業で行う場合，生徒の未熟な調理技術に

加えて，実習に充てる時間数，生徒の人数，実習

室の設備，衛生や安全など，様々な問題があり，

多くの学校で1名配置の家庭科教諭が調理実習を

行うには過大な能力が求められる4）．したがって，

実際の授業では技能習得よりも「何をどれだけ食

べるか」を考える栄養学的知識の理解を目標とす

る観点が多く見られ5），調理技能の習得は生徒の

個々に任せているという現状がある．

　そこで，本研究では中学校において調理実習を

より効果的に進めることが出来ないかと考え，大

学の管理栄養士養成課程における調理実習を対象

とし，調理過程を実演で示すデモンストレーショ

ンに着目した．このデモンストレーションからの

体得を“役立ち感”として表わし，デモンストレー

ションに対する意識調査を行った．また，調理実

習においては，個々の調理技術の差によって“役

立ち感”に関する意識や期待度の違いが推察され

るため，過去の調理経験の有無による比較検討も

合わせて行った．
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Ⅱ．調査方法
　対象は管理栄養士養成校に在籍する大学生であ

る．調理実習を受講した際の調理デモンストレー

ションを視聴した学生を対象として質問紙による

調査を行った．調査時期は2011年7月～ 8月であ

り，研究の目的と倫理的配慮を説明して同意を得

た者から回答を得た．有効回答率は100％（244

名）であった．質問紙の内容は，①小学，中学，

高等学校時の家庭での調理経験，②現在の調理状

況，③テレビやネットサイトからの調理に関する

動画視聴状況，④大学調理実習におけるデモンス

トレーションの感想，⑤調理の楽しさ，⑥中学，

高等学校におけるデモンストレーション授業の回

数についての6項目からなる．また，大学入学以

前における調理経験の状況を調べるべく，「高校

生の頃に調理をしていた（手伝いによる調理を含

む）」の設問に対し，「よくしていた」と回答した

群を調理あり群（n＝69）とし，「時々していた」

または「していない」と回答した群を調理なし群

（n＝175）に分類し，質問紙の各設問による回答

状況をグループ別にクロス集計を行った．

Ⅲ．結　果
1．現在の調理状況

　現在の調理状況として，「調理をよくしている」

と回答したのは調理あり群62.3％，調理なし群

19．4％であった（表1）．調理あり群においては，

「調理を時々している」と合わせると97．1％とな

り，これまでの調理経験は継続されていることが

伺える．一方，調理なし群では，「調理をあまり

していない」との回答が33．7％であり，調理あ

り群の2．9％と比べても高値を示した．

　

2．過去の調理経験との関係

　高校生以前における過去の調理経験として，中

学生時代と小学生時代の調理経験の有無を調べた

（表2）．調理あり群では，小学生時代に「調理を

よくしていた」のは56．5％，中学生時代では69．

6％に対し，調理なし群では，小学生時代17．1％，

中学生時代5．1％と有意に低い結果であった．調

理なし群では「調理を時々していた」の回答が最

も多かったものの（小学生時代57．7％，中学生

時代71．4％），「調理をあまりしていない」の割

n=244

62.3 19.4

34.8 46.9

2.9 33.7

n=244

56.5 17.1 69.6 5.1

40.6 57.7 29.0 71.4

2.9 25.1 1.4 23.4

表 1　現在の調理の様子

表 2　過去（小学生・中学生）の調理経験との関係
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り合いが高く，小学生時代では25．1％，中学生

時代は23.4％となり，調理あり群の小学生時代2．

9％，中学生時代1．4％と比べても有意に高い結

果となった．

3．調理デモンストレーションに対する意識

　図1は，調理実習のデモンストレーションに対

する意識の違いについての結果である．ほぼ全て

の設問において調理あり群に高い結果となり，特

に「デモンストレーションで調理が好きになっ

た」，「デモンストレーションはわかりやすい」，「デ

モンストレーションは楽しい」，「デモンストレー

ションは生活に役立つ」の設問において有意に高

い結果となった．「デモンストレーションを見な

いと間違える」の設問では，調理なし群の方が高

い結果であったが，有意な差はみられなかった．

　自由記述では，調理あり群において「デモンス

トレーションがあるから大きな失敗をしないで

調理ができる」，「スムーズに調理を行えると思

う」，「調理の段取りが良くなったり，自分では絶

対に気が付かない留意点がわかる」，「調理器具や

食材等の知識が深まる」といった肯定的な記述が

多くみられた．一方で，「見たいところが省略さ

れることがある」，「聞かなくてもできそうだと思

うことがある」との記述もみられた．調理なし群

では，「実際の手順や加減がわかるので実習に取

組みやすかった」，「特に魚のさばき方は見ないと

わからない」「テキストプリントで見るのと実際

に見るデモンストレーションとではかなり異なっ

てくる」，「わかっているつもりでもデモンスト

レーションを見て初めて気付くことも多い」，「料

理初心者の私でも分かりやすい」，「スムーズに動

くことができる」，「完成までの全過程を見せても

らえると最終的な料理のイメージがつかみやすく

なる」などと，デモンストレーションを肯定的に

捉える回答に対し，「たまに速すぎてついていけ

ないことがある」，「何をしているのかわからない

ときがある」，「多くの情報を取り入れなければな

らないので忘れることもあるし，頭に入りきらな

い」，「デモンストレーションを見てからでないと

分からないところがある」など，技術不足に伴う

とも考えられる否定的な回答やデモンストレー

ションによる実演がないと調理を進めることが困

難であるとの回答がみられた．

　

4．「調理の楽しさ」と調理経験との関係

　図2は調理の楽しさと調理経験との関係であ

る．調理をする際の「楽しい」という気持ちに対
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図 1　調理デモンストレーションに対する意識の違い
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して影響すると考えられるそれぞれの要因に「と

ても思う」と回答した結果を調理経験別にまとめ

た．いずれの設問においても調理あり群において

高い結果となり，特に「実習グループで作るのが

楽しい」，「手作りそのものが楽しい」，「料理に慣

れることは楽しい」，「料理に自信のつくことが楽

しい」，「他の料理に応用できることが楽しい」に

おいて調理あり群に有意が高い結果であった．

　自由記述では，「1人で作ることも自分の力にな

るし，友達と作ると楽しみながらできる」，「調理

実習で行ったことを，家で活かせるのは楽しい」，

「人に食べてもらって美味しいと言ってくれると

作りがいがある」，「様々な材料を用いて栄養の事

を考えて作り，誰かに喜ばれることが嬉しい」，「調

理実習を通して腕が上がったと母に言われたので

また頑張ろうと思えた」，「料理を作るのは楽しい

n=244

表 3　料理の作り方の映像視聴について（現在）
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図 2　「調理の楽しさ」と調理経験との関係
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が，苦手なのでもっと要領よくできるように努力

していきたい」，「自分が作った物を誰かにおいし

いと言って食べてもらえると嬉しい」，「実習を通

してグループのメンバーと仲良くなっていったの

が楽しかった」との記述があった．一方，調理な

し群では，「調理実習で友達を作ることは楽しい

と思う」，「料理は慣れるまでが大変だが慣れると

とても楽しいと思った」，「作ったものをおいしい

と言ってもらえることが楽しい」，「献立を作成す

るのが楽しい」，「誰かが喜んでくれるのが嬉しい．

レパートリーが増えてさらに応用できるようにな

るともっと楽しいと思う」，「今まで料理をしたこ

とがなかったので，毎日新しい発見があって楽し

い」の意見に対し，「料理を作れるようになるの

は楽しいが，毎日作っていると面倒だと感じるこ

とも多い」，「料理は楽しいがあまり上手ではない

と感じる」，「仲良くやれるのであれば実習グルー

プや家族で作るのは楽しい．実習グループでは時

として相性の悪い人との組み合わせがある．個々

の調理技術の違いなどから，上手く統制が取れな

い等，足の引っ張り合いにもなりかねないため，

楽しいことばかりではないと感じた」などがあっ

た．

5．調理の映像視聴について

　表3は「テレビやインターネットにおける料理

の作り方の映像視聴について」の結果である．「料

理番組や料理サイトを見る」の問いでは「よく

ある」，「時々ある」を合わせると91.8％と大多

数の人が映像を視聴しており，「料理番組や料理

サイトは面白い」では「よくある」，「時々ある」

を合わせると同様に90．2％と高値を示し，映像

を面白く視聴している状況が伺えた．「料理番組

や料理サイトのつくり方はわかりやすい」では，

「時々ある」の回答が最も多く56．1％であった．

対する質問の「料理番組や料理サイトをみても作

り方が分からないことがある」においても「時々

ある」に最も多い回答がみられ，59．4％であった．

　

Ⅳ．考　察
1．デモンストレーションの役立ち感

　この度の調査では，デモンストレーションに対

する有用性の評価を「役立ち感」として捉えた．「デ

モンストレーションで調理が好きになった」，「デ

モンストレーションはわかりやすい」，「デモンス

トレーションは楽しい」，「デモンストレーション

は生活に役立つ」の設問に対し，「とても思う」

という回答が多い結果であったことからも，デモ

ンストレーションの「役立ち感」の多さが伺える．

また近年，テレビでは料理番組が頻回に放映され，

多様な内容からも調理場面を目にする機会が多く

なった．さらには，ネットサイトによる映像視聴

でさえも，テレビと同様に容易に視聴できるとい

う環境から，視聴映像には“見慣れている”現状

があるだろう．その現状からも調理実習の説明の

際には，当然に視聴映像があるだろうという“期

待”があるとも考えられる．しかし本研究から

は，これらの視聴映像とデモンストレーションと

を区別して捉えていることが伺えた．「インター

ネットなどに比べると実際の目で見て確かめられ

るのでとてもわかりやすい」，「料理の知識や切り

方を教えてくれる丁寧さは料理番組よりわかりや

すい」，「本やネットサイト，テレビを見ることで

頭では理解できると思うが，それを調理として実

践が出来るかは判らないため，調理実習前のデモ

ンストレーションはとても大切だと思う」，「本や

インターネットでは見ることのできない細かいと

ころまで見ることもできるので料理下手な私でも

理解ができた」などの意見があった．

　

2．調理経験の違いと役立ち感

　小学生や中学生の頃の調理経験が多い「調理あ

り群」と，そうではない「調理なし群」に分類を

して比較検討を行ったが，デモンストレーション

に対する肯定的な意見は調理あり群において明ら

かに多い結果であった．よって，小学生や中学生

のころから家庭で調理を行うことを習慣としてい

る児童・生徒は，その後の調理技術の習得に違い
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がでてくるであろう．調理に臨む段階で，調理に

対する抵抗感が少ないとも考えられる．これは，

調理なし群にみられた「デモンストレーションを

みても，何をしているか判らないことがある」，「速

くてついていけないことがある」などの自由記述

からも伺うことができる．調理経験がある児童・

生徒の方が，デモンストレーションを見ることで

「調理が好き」になり，「分かり易い」と感じ，「楽

しく」，「生活に役に立つ」と，より多く感じて調

理を行っているのである．

3．「楽しい」と思える環境因子

　長沢は，調理実習には「食べる」という行為が

伴いそこには快さの体験としての「おいしさ」が

前提にあると報告している2）．その報告によると，

家庭科教諭の調理実習では，楽しさと役立ち感の

間には相乗効果のような現象があるという結果で

あった．本研究からも同様の結果みられ，「料理

に慣れることは楽しい」，「料理に自信のつくこと

が楽しい」，「他の料理に応用できることが楽しい」

など調理技術向上の実感が調理への楽しさを増幅

させている記述が多くみられた．また，「調理実

習で行ったことを家で活かせるのは楽しい」，「人

に食べてもらって美味しいと言ってくれると作り

がいがある」，「様々な材料を用いて栄養の事を考

えて作り，誰かに喜ばれることが嬉しい」など，

他者への効果や評価も，別の環境因子として楽し

さを増幅させていると考えらえる．

　

4．家庭科におけるデモンストレーション

　調理実習の中でデモンストレーションの視聴が

有用であることは明らかであろう．しかし，そこ

には教員への負担と労力が伴う．その負担や労力

を上回るデモンストレーションの効果が明らかに

なった際，家庭科におけるデモンストレーション

の積極的な導入が増えることが考えられる．本調

査の結果からも，「デモンストレーションを見て

から実習を行うことは，大学に入って初めて経験

し，そのわかりやすさに大変感銘を受けている．

毎週の調理実習が楽しみになった」，「デモンスト

レーションは今までの中学・高校で学んできた家

庭科の授業と異なり，難しい作業も全て間近で見

ることができて分かり易かった」との記述があ

り，デモンストレーションを体験した学生の視点

による貴重な意見でもある．大学生からみた家庭

科観に関する報告では，現代の家庭科教育に求め

られているものとして，「自立した生活のための

基礎的知識と技能の習得」，「実生活や将来の生活

に役立つ・生かせる」とあげられており6），デモ

ンストレーションの「役立ち感」に対する認識と

ともに家庭科教育に求められている一面と考えら

れる．今後は，学生からの視点に加えて教員側の

視点に焦点をあてるなど，家庭科におけるデモン

ストレーション実施の様々な課題を踏まえて，実

践的な手立てを考えていきたい．
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